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定期購読の雑誌等、配達承ります 
 

～～～～～～～～～～～～～～ 
営業時間 ９：３０～１９：００ 

 

住 所  三島市中央町２ー３７ 
      （中央町商店街） 

電 話  ０５５－９７５－４２２９ 
ＦＡＸii  ０５５－９７２－３３１９ 

 

定休日 元旦 
 

http://www.e-hon.ne.jp/bec/SHOP52033  

 
文盛堂書店 

 長い歴史に培われた確かな目 

人生の節目に、信頼の置ける 

 

 
 
 

 

 

時計の修理、電池交換はもちろん 
お手持ちの宝石のリフォームなど 

ぜひお気軽にご相談下さい 
 

三島市本町 8-1 

055-975-1345 

  

 

 
 

安倍改憲の疑問に答える 

シンポジュウム 

３月 24 日（土） 

13:00 開場 13:30 開演 

韮山時代劇場大ホール 

 

 

 

 

パネリスト 

・小笠原里夏弁護士 ・平井和子氏 
・馬場利子氏    ・小池清彦氏 

参加費

無料 

主 催：安倍改憲の疑問に答える  
シンポジュウム実行委員会 

連絡先：090-5009-3640（堀） 

なぜ今、憲法改正か？ 
自衛隊加憲と憲法への影響など 

 
 

 

慈眼堂 

赤ひげのはりときゅう 
 

腰・肩・膝の“いたみ”どり 

３回無料 
～～～～～～～～～～～ 

認知症・糖尿病・ガンは 

食事改善で 

予防することが可能です 

ご希望の方はお申し込み下さい 
 

【治療時間】9:00 ～ 18:00 

【休日】木・日 

【住所】三島市谷田 173 – 13 - 101 

【TEL・FAX】055 – 976 - 8765 

 

星野文昭・暁子 絵と詩 展 

――― 主催・連絡先 ――― 
星野⽂昭・暁⼦ 絵と詩展 実⾏委員会 

080-1614-2726

2 月16 日(金)～18 日(日) 
 

[開室時間] 

16 日 12:00～21:00 

17 日 9:30～19:00 

18 日 9:30～17:00 
 

富士市民文化会館ロゼシアター 

特別展示室 ○入場無料○ 

無 実 な の に 監 獄 43 年  
獄 壁 こ え た 愛 と ⾰ 命

２０１８年 ２月１５日（木） 市 民 ひ ろ ば 新 聞 第 ３１ 号 （１面）

三島市は大丈夫なの？
西街区土地売却問題の監査請求

渡
辺
氏
の
話
で
は
、
平
成
９
年
、

国
鉄
清
算
事
業
団
か
ら
南
口
西
街

区
の
土
地
を
三
島
市
の
開
発
予
定

地
と
し
て
三
島
市
土
地
開
発
公
社

が
六
億
四
千
万
円
（
㎡
単
価
十
三

万
円
）
で
購
入
し
た
。
と
こ
ろ
が

西
街
区
の
開
発
事
業
は
20
年
近
く

棚
上
げ
で
、
市
は
開
発
の
目
途
が

立
た
な
い
と
し
て
開
発
公
社
に
売

却
を
指
示
し
た
。

平
成
29
年
6
月
末
、
土
地
開
発

公
社
は
西
街
区
の
三
千
百
四
一
㎡

を
四
億
一
六
八
万
円
（
㎡
単
価
一

二
・
八
万
円
）
で
東
急
電
鉄
に
直

接
売
却
し
た
。
と
こ
ろ
が
同
じ
日

に
、
三
島
市
は
隣
接
す
る
観
光
案

内
所
用
地
二
六
二
㎡
を
東
急
電
鉄

に
七
一
〇
五
万
円
（
㎡
単
価
二
七
・

一
万
円
）
で
売
却
し
て
い
る
。
そ

の
観
光
案
内
所
用
地
三
〇
七
㎡
は

平
成
14
年
に
三
島
市
が
開
発
公
社

か
ら
四
二
五
一
万
円
（
㎡
単
価
十

三
・
八
万
円
）
で
買
い
戻
し
た
も

の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
用
地
東

側
に
作
っ
て
間
も
な
い
公
衆
ト
イ

レ
や
観
光
案
内
所
の
建
物
等
の
解

体
撤
去
費
用
約
九
千
万
円
は
、
本

来
買
い
手
で
あ
る
東
急
が
負
担
す

べ
き
も
の
を
市
が
負
担
し
て
い
る

と
い
う
。

ち
な
み
に
、
平
成
29
年
度
の
国
交

省
地
価
公
示
価
格
で
も
西
街
区
周

辺
地
価
は
一
㎡
単
価
三
〇
・
六
万

円
で
あ
る
。
渡
辺
氏
等
が
独
自
に

売
却
地
を
不
動
産
鑑
定
し
た
と
こ

ろ
、
低
く
見
積
も
っ
て
も
七
億
六

千
万
相
当
の
鑑
定
価
格
（
㎡
単
価

二
四
・
四
万
円
）
で
、
そ
の
差
額

三
億
六
千
万
円
と
観
光
案
内
所
等

撤
去
費
九
千
万
円
の
合
計
、
四
億

五
千
万
円
も
の
損
失
を
市
に
与
え

た
と
主
張
し
て
い
る
。

地
方
自
治
法
第
２
３
７
条
２
項
で

は
「
条
例
又
は
議
会
の
議
決
に
よ

る
場
合
で
な
け
れ
ば
…
適
正
な
対

価
な
く
し
て
こ
れ
を
譲
渡
し
て
は

な
ら
な
い
」
と
規
定
し
て
い
る
。

更
に
問
題
な
の
は
、
20
年
前
に

国
鉄
清
算
事
業
団
よ
り
購
入
し
た

時
は
「
南
口
再
開
発
事
業
用
地
」

と
し
て
議
会
の
了
承
を
得
て
購
入

し
た
。
売
却
に
つ
い
て
も
本
来
な

ら
議
会
に
諮
り
市
が
一
旦
公
社
か

ら
買
い
戻
し
売
却
す
る
の
が
当
た

り
前
だ
。
し
か
し
、
今
回
の
売
却

は
議
会
の
議
を
経
る
こ
と
な
く
、

土
地
開
発
公
社
は
直
接
売
却
を
行
っ

た
。
し
か
も
公
募
を
か
け
一
般
競

争
入
札
し
た
が
東
急
一
社
の
み
の

応
募
し
か
な
か
っ
た
と
し
て
い
る
。

土
地
開
発
公
社
に
よ
る
直
接
売
却

の
動
き
と
な
っ
た
の
は
、
一
昨
年

5
月
17
日
付
豊
岡
市
長
か
ら
三
島

市
土
地
開
発
公
社
理
事
長
宛
の
依

頼
書
か
ら
で
、
そ
の
内
容
は
「
西

街
区
に
つ
い
て
は
、
市
が
用
地
を

買
い
戻
す
前
提
で
先
行
取
得
し
た
」

こ
と
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
「
再

開
発
事
業
の
見
込
み
が
立
た
な
い

た
め
、
民
間
開
発
に
よ
る
観
光
交

流
拠
点
整
備
に
転
換
す
る
こ
と
に

し
た
」
と
し
て
「
公
募
等
に
よ
る

直
接
売
却
す
る
こ
と
を
お
願
い
し

た
い
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
な
ど

か
ら
、
市
長
自
身
の
指
示
は
明
白

で
あ
る
。

問
題
は
、
土
地
開
発
公
社
が
直

接
売
却
す
る
こ
と
で
議
会
の
チ
ェ
ッ

ク
を
回
避
し
た
こ
と
や
、
売
却
に

際
し
て
公
募
を
か
け
た
が
東
急
し

か
な
く
実
質
競
争
が
無
か
っ
た
。

不
動
産
鑑
定
士
１
名
の
み
の
鑑
定

評
価
、
し
か
も
16
階
の
高
層
建
築

が
可
能
に
な
る
都
市
計
画
の
変
更

▼
こ
と
し
の
初
午
は

2
月
7
日
だ
っ
た
。

こ
の
日
は
お
稲
荷
さ

ん
に
お
参
り
す
る
が
、

そ
の
時
陶
器
で
作
ら
れ
た
小
さ

な
狐
が
奉
納
す
る
習
慣
も
あ
る
。

狐
は
お
稲
荷
さ
ん
の
神
様
で
は

な
く
、
お
稲
荷
さ
ん
の
お
使
い

の
動
物
な
の
だ
そ
う
だ
。
神
や

仏
が
動
物
を
お
使
い
と
し
て
使

う
話
は
よ
く
あ
る
▼
文
殊
菩
薩

は
象
に
乗
っ
て
乗
っ
て
い
る
し
、

七
福
神
の
一
柱
の
寿
老
人
は
鹿

を
連
れ
て
い
る
。
福
禄
寿
は
鶴

と
一
緒
に
い
る
絵
を
よ
く
見
る
。

そ
の
鹿
だ
が
、
奈
良
で
は
春
日

大
社
の
お
使
い
と
し
て
大
事
に

さ
れ
て
い
る
。
一
方
で
は
農
作

物
を
あ
ら
す
害
獣
と
み
な
さ
れ
、

駆
除
に
頭
を
悩
ま
せ
て
い
る
自

治
体
も
多
い
▼
鹿
の
食
害
は
伊

豆
半
島
の
山
だ
け
で
な
く
富
士

山
麓
に
も
あ
る
。
三
島
の
湧
水

の
水
源
を
守
ろ
う
と
、
富
士
山

麓
の
森
に
有
志
団
体
が
毎
年
植

林
を
行
っ
て
い
る
が
、
近
年
は

植
林
し
た
苗
木
が
鹿
に
食
べ
ら

れ
る
事
態
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

野
生
の
鹿
が
増
え
た
理
由
は
色
々

あ
る
だ
ろ
う
が
、
人
間
の
都
合

で
大
事
に
さ
れ
た
り
、
邪
魔
に

さ
れ
た
り
し
て
鹿
も
悩
ん
で
い

る
だ
ろ
う
▼
三
島
大
社
に
も
鹿

が
い
る
。
神
鹿
と
し
て
宝
物
館

の
東
側
に
飼
わ
れ
て
い
る
。
三

島
大
社
の
祭
神
大
山
祇
命
に
ち

な
ん
で
古
く
か
ら
飼
わ
れ
て
い

る
も
の
と
思
っ
て
い
た
ら
、
そ

う
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。

平
成
26
年
12
月
1
日
号
の
三
島

市
の
広
報
に
よ
る
と
、
大
正
の

初
め
に
三
島
の
呉
服
木
綿
商
組

合
が
奈
良
の
春
日
大
社
か
ら
譲

り
受
け
て
奉
納
し
た
と
あ
る
。

市
の
観
光
資
源
と
し
て
考
え
た

よ
う
だ
▼
三
島
大
社
に
神
鹿
園

が
出
来
て
１
０
０
年
近
く
経
っ

た
わ
け
だ
。
今
の
様
子
は
、
地

面
は
ど
ろ
ど
ろ
で
ぬ
か
る
ん
で

い
て
鹿
の
住
環
境
は
極
め
て
良

く
な
い
。
三
島
大
社
の
神
様
の

使
い
で
は
な
い
に
し
ろ
神
鹿
園

は
三
島
に
は
数
少
な
い
動
物
園

の
よ
う
な
も
の
だ
。
鹿
の
住
環

境
の
整
備
に
力
を
入
れ
て
、
三

島
の
観
光
の
目
玉
に
す
る
こ
と

も
で
き
る
だ
ろ
う
。

<

Ｋ>

政
府
は
、
今
年
度
の
防
衛
予
算

を
５
・
２
兆
円
に
増
額
す
る
決
定

を
行
っ
た
。
第
２
次
安
倍
政
権
発

足
後
、
６
年
連
続
の
軍
事
費
増
額

と
な
り
、
過
去

大
の
予
算
額
と

な
る
見
込
み
だ
と
い
う
。
北
朝
鮮

の
ミ
サ
イ
ル
発
射
や
中
国
の
海
洋

進
出
を
理
由
と
し
て
、
日
米
首
脳

会
談
で
の
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
要

請
に
応
え
て
高
額
な
米
国
製
軍
備

を
買
い
入
れ
る
方
針
を
示
し
た
。

主
な
も
の
は
弾
道
ミ
サ
イ
ル
防

衛
で
、
地
上
配
備
型
迎
撃
シ
ス
テ

ム
「
イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ
ア
」
導

入
の
た
め
の
経
費
や
航
空
自
衛
隊

の
警
戒
管
制
シ
ス
テ
ム
改
修
費
、

離
島
防
衛
隊
の
強
化
な
ど
の
経
費

と
な
る
。
特
に
敵
地
攻
撃
能
力
を

持
つ
長
距
離
巡
行
ミ
サ
イ
ル
導
入

も
計
画
し
て
お
り
、
も
は
や
防
衛

力
を
超
え
た
軍
備
増
強
の
動
き
と

い
え
る
。

と
こ
ろ
が
、
大
金
を
は
た
い
て

購
入
計
画
を
進
め
る
米
軍
の
新
型

迎
撃
ミ
サ
イ
ル
は
、
1
月
31
日
ハ

ワ
イ
沖
で
実
験
に
失
敗
。
そ
れ
で

も
小
野
寺
防
衛
相
は
取
得
計
画
に

変
更
は
な
い
と
の
見
解
を
示
し
た

と
い
う
。

多
く
の
識
者
に
よ
る
と
、
迎
撃

ミ
サ
イ
ル
は
弾
丸
を
弾
丸
で
撃
ち

落
と
す
よ
り
更
に
難
し
く
、
と
て

も
実
用
に
耐
え
う
る
代
物
で
は
無

い
と
い
う
。
国
民
の
税
金
を
搾
り

取
っ
て
何
千
億
円
も
す
る
使
え
な

い
ミ
サ
イ
ル
を
買
い
込
ん
で
ど
う

す
る
つ
も
り
な
の
か
。
北
の
ミ
サ

イ
ル
危
機
を
煽
っ
て
無
意
味
な
避

難
訓
練
を
繰
り
返
す
の
と
同
じ
で
、

政
府
の
正
気
を
疑
う
。

一
方
、
格
差
社
会
の
広
が
り
の

中
で
高
齢
者
や
母
子
家
庭
の
生
活

保
護
受
給
者
数
は
年
々
増
加
し
、

平
成
22
年
以
降
の
受
給
者
数
は
二

百
万
人
を
超
え
て
い
る
。
政
府
は

軍
事
費
予
算
を
年
々
膨
ら
ま
す
一

方
で
、
民
生
費
や
教
育
福
祉
予
算

を
削
る
方
向
だ
。

年
金
は
削
ら
れ
、
貧
困
世
帯
の

命
綱
で
あ
る
生
活
保
護
費
削
減
を

今
年
10
月
か
ら
実
施
す
る
計
画
を

打
ち
出
し
た
。
そ
の
理
由
は
「
受

給
者
以
外
の
低
所
得
者
層
の
消
費

実
態
と
均
衡
さ
せ
る
た
め
」
と
の

こ
と
で
、
ま
さ
に
取
っ
て
付
け
た

よ
う
な
理
由
だ
。
母
子
家
庭
等
の

減
額
は
、
67
％
の
世
帯
が
影
響
を

受
け
る
と
の
こ
と
で
、
平
均
「
５

％
削
減
」
で
、
高
齢
者
や
母
子
家

庭
な
ど
節
約
に
節
約
を
重
ね
、
日
々
、

食
べ
る
も
の
さ
え
事
欠
く
困
窮
者

に
更
な
る
絶
望
へ
と
追
い
や
る
仕

打
ち
で
、
ま
さ
に
弱
い
者
を
踏
み

つ
け
る
よ
う
な
政
策
で
は
な
い
か
。

生
活
保
護
費
の
問
題
は
、
憲
法

25
条
で
国
が
保
障
す
る
「
健
康
で

文
化
的
な

低
限
度
の
生
活
」
を

維
持
す
る
た
め
で
あ
り
、
そ
れ
が

切
り
下
げ
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

国
民
生
活
に
と
っ
て
き
わ
め
て

重
要
な
問
題
で
、
使
え
な
い
高
額

ミ
サ
イ
ル
を
買
う
た
め
に
切
り
捨

て
ら
れ
て
い
い
問
題
で
は
な
い
。

し
か
も
、
こ
れ
を
削
っ
て
ど
れ
ほ

ど
の
予
算
が
浮
く
と
い
う
の
か
。

安
倍
首
相
が
外
遊
で
ば
ら
撒
く
金

を
抑
え
れ
ば
事
足
り
る
話
で
は
な

い
か
。

〈
Ｈ
〉

1
月
30
日
「
三
島
駅
南
口
の
整
備
を
考
え
る
市
民
の
会
」
代
表

の
渡
辺
豊
博
氏
（
グ
ラ
ン
ド
ワ
ー
ク
三
島
専
務
理
事
）
が
、
三
島

駅
南
口
西
街
区
の
開
発
事
業
を
め
ぐ
り
、
市
が
土
地
開
発
公
社
に

西
街
区
の
土
地
を
不
当
に
安
く
東
急
電
鉄
に
売
却
さ
せ
た
と
し
て
、

豊
岡
武
士
三
島
市
長
に
対
し
約
四
億
五
千
万
円
の
損
失
補
填
を
求

め
る
住
民
監
査
請
求
を
行
な
っ
た
。

軍
事
費
急
増
と
国
民
生
活
窮
乏
化

に
よ
り
容
積
率
が
二
〇
〇
％
か

ら
四
〇
〇
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
、

そ
れ
に
よ
る
地
価
上
昇
効
果
も

反
映
さ
れ
て
い
な
い
、
余
り
に

も
安
す
ぎ
る
売
却
は
多
く
の
市

民
が
納
得
で
き
な
い
で
い
る
。

一
方
、
三
島
市
は
、
昨
年
3
月

28
日
、
元
市
会
議
員
ら
４
名
が

連
名
で
出
し
た
「
JR
三
島
駅
南

口
西
街
区
の
三
島
市
土
地
開
発

公
社
所
有
地
を
売
却
し
よ
う
と

す
る
手
続
き
に
関
す
る
申
入
れ

書
に
つ
い
て
の
（
回
答
）
」
に

お
い
て
、

南
口
西
街
区
の
売
却
に
つ
い

て
、
地
方
自
治
法
第
96
条
第
１

項
第
８
号
（
議
会
の
議
決
案
件
）

の
規
定
、
ま
た
、
議
会
議
決
に

付
す
べ
き
契
約
及
び
財
産
の
取

得
又
は
処
分
に
関
す
る
条
例
第

３
条
（
土
地
に
つ
い
て
は
１
件

五
〇
〇
〇
㎡
以
上
の
も
の
に
限

る
）
の
規
定
、
さ
ら
に
は
、
地

方
自
治
法
第
２
３
７
条
第
２
項

（
財
産
を
適
正
な
対
価
な
く
し

て
譲
渡
の
禁
止
）
の
規
定
の
い

ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
と
主
張

し
て
い
る
。

東
急
に
売
却
さ
れ
た
西
街
区

は
昨
年
よ
り
工
事
が
進
め
ら
れ

て
い
た
が
、
何
故
か
、
建
築
確

認
が
取
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と

が
発
覚
し
、
工
事
請
負
業
者
は

機
材
を
引
き
上
げ
工
事
は
ス
ト
ッ

プ
し
た
状
態
だ
。

〈
Ｈ
〉

２
０
０
７
年
に
制
定
さ
れ
た

「
日
本
国
憲
法
の
改
正
手
続
に

関
す
る
法
律
」
（
以
下
、
国
民

投
票
法
）
。
ま
だ
一
度
も
運
用

さ
れ
た
こ
と
の
な
い
こ
の
法
律

は
、
内
容
も
問
題
点
も
あ
ま
り

知
ら
れ
て
い
な
い
。

憲
法
を
変
え
る

に
は
衆
参
各
議
院

の
総
議
員
の
三
分

の
二
以
上
の
賛
成

を
得
た
後
、
国
民

に
憲
法
改
正
を
発

議
（
提
案
）
し
、

国
民
投

票
で
過

半
数
の

賛
成
を

得
る
必

要
が
あ

る
と
憲

法
96

条

に
書
か
れ
て
あ
り
、

こ
の
改
正
手
続
き

を
具
体
的
に
定
め

た
の
が
国
民
投
票

法
で
あ
る
。

国
会
が
発
議
す
る

と
、
60
～
１
８
０
日
以
内
に
国

民
投
票
が
行
わ
れ
る
。
憲
法
96

条
に
あ
る
「
過
半
数
」
を
国
民

投
票
法
で
は
「
投
票
総
数
（
賛

成
投
票
数
と
反
対
投
票
数
の
合

計
数
）
の
二
分
の
一
」
と
し
た
。

投
票
棄
権
運
動
を
誘
発
す
る
恐

れ
が
あ
る
た
め
「

低
投
票
率
」

は
定
め
ら
れ
て
い
な
い
。
投
票

は
改
正
案
ご
と
に
一
人
一
票
と

な
り
、
投
票
用
紙
に
記
載
さ
れ

た
「
賛
成
・
反
対
」
の
文
字
を

○
で
囲
み
投
票
す
る
。
今
年

（
平
成
30
年
）
６
月
21
日
以
降

に
あ
る
国
民
投
票
に
お
い
て
は
、

投
票
権
年
齢
が
満
18
歳
以
上
に

引
き
下
げ
ら
れ
る
。

低
投
票
率
規
定
が
無
い
と

い
う
こ
と
は
、
投
票
率
が
40
％

の
場
合
20
％
余
の
賛
成
で
憲
法

改
正
が
成
立
し
て
し
ま
う
。

デ
ン
マ
ー
ク
の
憲
法
改
正
国
民

投
票
の
場
合
、
可
決
に
は
投
票

者
の
過
半
数
か
つ
有

権
者
総
数
の
40
％
の

賛
成
が
必
要
と
し
て

い
る
（
憲
法
第
88
条
）
。

こ
の
よ
う
な
絶
対
得

票
率
を
定
め
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
改
憲
の

ハ
ー
ド
ル
を
上
げ
る
こ

と
が
で
き
る
。

新
聞
報
道
に
よ
る
と
、
細
田

博
之
自
民
党
憲
法
改
正
推
進
本

部
長
は
2
月
11
日
、
松
江
市
内

の
会
合
で
「
「
国
民
投
票
の
時

に
こ
う
い
う
恐
れ
が
あ
る
」
と

い
う
議
論
が
起
こ
る
と
、
反
対

論
が
多
く
な
る
。
そ
う
な
ら
な

い
よ
う
に
誘
導
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
だ
」
と
述
べ
て
い
る
。

私
達
は
国
民
投
票
法
の
内
容

と
問
題
点
を
も
っ
と
よ
く
知
り
、

議
論
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
次
回
国
民
投
票
運
動
に
つ
い
て
）

〈
Ｎ
〉
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㉔

あ
さ
の

か
ず
こ

画
展
終
え
路
地
を
巡
り
て
帰
る
夜
ゴ
ッ
ホ

の
カ
フ
ェ
を
尋
ね
て
み
た
し

―
ゴ
ッ
ホ
の
「
夜
の
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス
」
を
思
い
て
―

旗
を
掲
げ
旗
に
祈
り
て
旗
に
死
す
旗
よ
静

か
に
少
年
を
抱
け
よ

い

だ

―
パ
レ
ス
チ
ナ
の
少
年
の
抵
抗
―


